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北
広
島
市
の
現
在
の
庁
舎
は
、
昭
和
四
十
三
年
の
町

政
施
行
時
に
建
設
さ
れ
た
建
物
で
、
完
成
か
ら
半
世
紀

近
く
を
経
て
老
朽
化
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
間

に
も
増
築
が
繰
り
返
さ
れ
、
市
政
機
能
の
低
下
を
招
い

て
い
る
。
市
は
平
成
二
十
年
に
検
討
委
員
会
を
設
置
、

市
民
の
声
を
集
め
な
が
ら
平
成
二
十
三
年
に
「
新
庁
舎

建
設
基
本
構
想
」
を
策
定
し
た
。

　

検
討
の
結
果
、
設
計
方
針
と
し
て
、
市
民
の
親
し
み

や
す
さ
と
利
便
性
、
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
柔
軟

性
と
長
寿
命
化
、
耐
震
性
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
、
省
エ
ネ
と
環
境

対
策
、
市
民
の
交
流
拠
点
機
能
と
い
っ
た
五
項
目
の
コ

ン
セ
プ
ト
が
掲
げ
ら
れ
た
。
立
地
に
つ
い
て
は
現
庁
舎

敷
地
を
含
め
四
カ
所
が
候
補
地
と
し
て
上
が
っ
た
が
、

利
便
性
や
歴
史
的
背
景
を
考
慮
し
た
結
果
、
現
庁
舎
敷

地
内
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
現
場

が
既
存
庁
舎
に
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
、
来
庁
者
、
市
職

員
の
安
全
を
最
優
先
に
考
慮
す
る
工
事
と
な
る
。
地
上

四
階
地
下
一
階
、
堅
牢
な
鉄
骨
造
の
新
庁
舎
建
設
は
平

成
二
十
七
年
八
月
に
着
工
。
工
事
は
来
年
四
月
の
完
成

を
目
指
し
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

　

現
場
の
西
側
に
は
Ｊ
Ｒ
の
線
路
と
、
こ
れ
に
沿
っ
て

走
る
「
エ
ル
フ
ィ
ン
ロ
ー
ド
」
と
名
付
け
ら
れ
た
遊
歩

道
兼
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
あ
り
、
北
側
は
道
路
に

面
す
る
。
東
側
と
南
側
が
現
庁
舎
だ
。
前
面
道
路
か
ら

現
場
へ
の
進
入
路
と
し
て
三
カ
所
の
ゲ
ー
ト
を
設
け
て

い
る
。「
幹
線
道
路
に
面
し
て
い
て
、
バ
ス
停
も
あ
る
た

め
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い

ま
す
。
お
年
寄
り
や
子
供
た
ち
が
間
違
っ
て
入
っ
て
き

て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
二
四
時
間
体
制

で
監
視
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
手
元
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
よ
」
と

話
す
の
は
現
場
で
指
揮
を
執
る
岩
田
地
崎
建
設
㈱
の
磯

野
文
秀
所
長
だ
。
音
声
型
の
警
報
装
置
、
点
滅
ラ
ン
プ

に
加
え
監
視
カ
メ
ラ
を
二
台
設
置
、
出
入
り
口
周
辺
の

市
民
の
注
目
を
集
め
る
新
庁
舎
建
設
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 「
提
案
」が「
カ
タ
チ
」に
な
る

市
民
待
望
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

北
広
島
市
新
庁
舎
建
設
工
事
の
内
建
築
主
体
工
事

北
海
道
は
石
狩
平
野
の
中
央
に
位
置
す
る
北
広
島
市
は
、明
治
期
に
広
島
県
人
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
。

今
や
札
幌
都
市
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
、商
工
業
都
市
と
し
て
、人
口
約
六
万
人
を
擁
す
る
街
に
発
展
し
た
。

経
済
誌
の
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
三
年
連
続
道
内
第
一
位
を
誇
る
こ
の「
き
た
ひ
ろ
」で
、

市
民
が
待
望
す
る
新
庁
舎
の
建
設
工
事
が
進
む
。

街
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
建
設
現
場
は「
提
案
力
」を
糧
と
し
て
力
強
く
前
進
し
て
い
た
。

現場の背後にも既存建物があるので土留めをして本工事を着工した。この夏までに鉄骨建て方と床コンクリート打設が完了。
PC版を設置する外装工事が本格化している。左奥に見える現庁舎を往来する来庁者、職員の安全確保が最重要課題になる。

現
場
の
傾
斜
を
活
か
し
た
個
性
豊
か
な
建
物
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映
像
は
事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
常

時
モ
ニ
タ
ー
で
き
る
。

　

さ
ら
に
立
地
の
最
大
の
特
徴
と
も
い
え
る
の
が
、
敷

地
の
高
低
差
だ
。
現
場
背
面
の
南
側
が
高
く
な
っ
て
お

り
、
北
側
の
前
面
道
路
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に
下
る
。

新
庁
舎
は
こ
の
傾
斜
を
有
効
活
用
し
て
設
計
さ
れ
た
。

「
現
庁
舎
と
同
レ
ベ
ル
が
二
階
と
な
り
、
道
路
に
面
し

た
一
階
に
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
設
け
ま
す
。
こ
こ
ま
で
が

一
期
工
事
。
二
期
工
事
で
こ
の
東
側
の
二
階
に
も
う
一

つ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
設
け
ま
す
。
建
物
は
ほ
ぼ
立
方
体

で
、
四
方
の
外
観
が
異
な
る
と
て
も
個
性
的
な
建
物
。

市
民
が
待
望
す
る
北
広
島
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
る
と

思
い
ま
す
よ
」
と
磯
野
所
長
は
自
信
を
見
せ
る
。

　

当
初
の
仮
設
計
画
で
は
こ
の
傾
斜
を
主
動
線
と
し
て

現
場
に
構
台
を
つ
く
る
予
定
だ
っ
た
が
、
動
線
の
交
錯

や
資
材
置
き
場
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
構
台
を

設
置
せ
ず
、
代
わ
り
に
大
型
ク
レ
ー
ン
で
資
材
を
搬
入

す
る
方
法
を
と
っ
た
。「
工
期
を
短
縮
す
る
た
め
に
仮

設
計
画
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
ほ
ど
の
提
案
を
し
た
の
で

す
。
構
台
を
構
築
、
撤
去
す
る
手
間
も
省
け
、
動
線
も

複
数
確
保
で
き
ま
し
た
」。

　

エ
ル
フ
ィ
ン
ロ
ー
ド
側
で
は
外
装
の
施
工
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
ん
で
い
る
。
工
場
で
製
作
し
た
Ｐ
Ｃ
版
を
現
場

に
搬
入
し
、
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
な
が
ら
次
々
と
設

置
し
て
い
く
。
従
来
よ
り
も
少
な
い
技
能
者
で
対
応
で

き
る
よ
う
、
省
力
化
の
一
環
と
し
て
導
入
さ
れ
た
工
法

だ
。
こ
の
Ｐ
Ｃ
版
の
上
に
厚
さ
七
五
㍉
㍍
の
Ｆ
Ｒ
Ｃ
断

熱
パ
ネ
ル
、
外
壁
タ
イ
ル
を
貼
り
、
外
断
熱
を
完
璧
な

も
の
と
す
る
。「
当
初
は
断
熱
材
、
タ
イ
ル
ま
で
を
工
場

で
一
体
化
さ
せ
る
計
画
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
す
る

と
、
寝
か
せ
た
状
態
で
製
作
し
た
Ｐ
Ｃ
版
を
再
び
起
こ

し
て
、
断
熱
材
と
タ
イ
ル
を
施
工
す
る
こ
と
に
な
り
工

程
が
増
え
て
し
ま
い
、
運
搬
時
の
損
傷
も
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
、
細
部
の
雨
仕
舞
も
可
能
に
な
る
た
め
現
場
で
の

施
工
に
切
り
替
え
ま
し
た
」
と
磯
野
所
長
は
説
明
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
ガ
ラ
ス
製
の
手
摺
、
間
接
照
明
に
よ
る
光

の
拡
散
状
況
な
ど
細
部
に
わ
た
っ
て
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

作
成
し
、
市
担
当
者
と
一
緒
に
強
度
や
意
匠
性
を
検
証

し
た
。「
強
度
が
確
保
で
き
て
い
る
か
、
溶
接
の
跡
が
見

え
な
い
か
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
施

工
法
や
部
材
を
見
直
し
ま
し
た
」。

発 注 者：北広島市長 上野正三
設計・監理者：久米・ブンク共同企業体
施 工 者：岩田地崎・丸彦渡辺・田島特定共同企業体
工　　期：平成27年8月31日〜平成29年4月26日
敷地面積： �16,106.28㎡
建築面積： �3,331.371㎡
延床面積： 12,528.06㎡
構　　造：S造
階　　数： 地上4階、地下1階

工事概要

冬季にはコンクリートの性状を安定させるためパネルで現
場を覆い内部を採暖した。（提供：岩田地崎建設㈱）

工場で丁寧に製作されたPC版が次々と搬入され、現場で慎重に設置される。
作業には緻密さが求められるが生産性の向上に大きく貢献している。

PC版の上から貼る断熱
パネルは北海道ならでは
の厚さ75㎜。さらにこ
の上に外装タイルを施
す。外断熱工法により外
気を遮断、屋内の蓄熱を
効果的に維持する。

完成予想パース。現庁舎がある場所は解体後に駐車場が整
備される。（提供：岩田地崎建設㈱）

パネルで覆われた現場。天井部に設けた開口からクレーン
で吊り上げた資材を搬出入する。（提供：岩田地崎建設㈱）
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地元の悲願とも言える新庁舎に
対する市民の期待感が日々伝わ

頓」ではなく、建設業の姿勢を示せる
よう「品質確保から生まれる信頼」と
大きく書きました。
　老朽化が進む公共施設のなかで庁舎
の更新はどうしても後回しにされがち
ですが、今後行政の司令塔として更新
の重要度が高まってくるでしょう。こ
の現場で採用された新工法、部材など、
その知見をリスクも見極めながら将来
に活かしていきたいと思います。

ってきます。視察や見学会も頻繁に開
催されていて、その注目度の高さを理
解して工事を進めることの重要性を感
じています。一方で、我々の仕事を市
民の皆様に積極的にアピールすること
も大切だと思います。「現場」こそ皆
さんに見ていただく建設会社の商品。
だから横断幕も「安全第一」「整理整

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

岩田地崎・丸彦渡辺・田島
特定共同企業体
北広島市新庁舎建設工事
作業所所長

磯野文秀
Fumihide Isono

仮設足場には若手の提案で新
型の資材を採用した。踏板の
頭上に通行を妨げる補強材が
なく、高さも従来のものより
も高いためスムーズに作業が
できるようになった。

　

磯
野
所
長
は
、
設
計
図
通
り
に
つ
く
る
こ
と
だ
け
が

現
場
の
使
命
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
現
場
で

は
Ｖ
Ｅ
手
法
を
駆
使
し
て
付
加
価
値
や
改
善
策
に
関
わ

る
提
案
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
。「
期
待
以

上
の
成
果
を
提
示
し
た
い
の
で
す
。
単
な
る
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
で
は
な
く
、
品
質
や
機
能
を
検
証
し
て
さ
ら
に
価

値
の
あ
る
も
の
を
提
案
す
る
。
費
用
が
か
か
る
こ
と
は

不
採
用
に
な
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
岩
田
地
崎
に
頼

め
ば
、
磯
野
に
任
せ
れ
ば
こ
ん
な
こ
と
ま
で
や
っ
て
く

れ
る
ん
だ
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
一
番
嬉
し
い
。
そ
れ
が

次
の
受
注
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
す
」
と
笑
っ

て
話
し
て
く
れ
た
。

　

そ
の
提
案
主
義
の
一
端
が
現
場
を
包
囲
す
る
仮
囲
い

に
も
見
て
取
れ
た
。
楽
し
げ
な
イ
ラ
ス
ト
、
思
わ
ず
立

ち
止
ま
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
エ
ル
フ
ィ
ン
ロ
ー
ド
沿

い
で
目
を
引
い
て
い
る
。「
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
シ

テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
動
し
た
企
画
で

す
。
近
隣
の
市
民
に
現
場
へ
の
親
し
み
を
持
っ
て
い
た

だ
く
と
同
時
に
、『
き
た
ひ
ろ
』
の
ト
リ
ビ
ア
（
豆
知

識
）
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
す
。
市
民
で
も
意
外
と
知

ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
よ
」。

　

場
内
の
一
角
に
ひ
と
き
わ
目
立
つ
カ
ラ
フ
ル
な
ス
ペ

ー
ス
が
あ
っ
た
。
若
手
が
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
た
熱
中

症
予
防
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
だ
と
い
う
。
軒
先
に
「
氷
」

の
バ
ナ
ー
が
揺
れ
て
い
る
。
縁
日
や
海
の
家
で
見
か
け

る
あ
の
旗
だ
。「
風
鈴
や
簾
を
百
円
均
一
シ
ョ
ッ
プ
で

購
入
し
、
設
備
は
業
者
と
相
談
し
な
が
ら
整
備
し
た
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
だ
そ
う
で
。
か
き
氷
は
な

い
の
で
『
氷
』
の
『
､
』
を
マ
ー
カ
ー
で
消
し
て
『
水
』

に
し
て
あ
り
ま
す
」。
若
手
か
ら
上
が
っ
て
き
た
経
費

は
事
後
報
告
だ
っ
た
と
苦
笑
し
な
が
ら
教
え
て
く
れ
た
。

若
手
か
ら
の
提
案
は
、
か
が
む
こ
と
な
く
通
行
で
き
る

新
型
の
足
場
や
、
近
隣
に
工
程
を
お
知
ら
せ
す
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ボ
ー
ド
の
採
用
に
も
活
か
さ
れ
た
。「
若
手
の
意
見

は
予
算
的
に
ち
ょ
っ
と
ム
リ
か
な
と
思
っ
て
も
頭
か
ら

否
定
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
試
し
に
調
べ
て
み
ろ
、
自
分

で
つ
く
れ
る
か
考
え
て
み
ろ
、
と
応
援
し
て
い
ま
す
。

事
実
、
彼
ら
は
我
々
が
知
ら
な
い
コ
ト
や
モ
ノ
を
よ
く

見
て
い
ま
す
し
ね
。
そ
の
発
想
が
現
場
で
カ
タ
チ
に
な

れ
ば
彼
ら
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」。

竣
工
ま
で
あ
と
半
年
足
ら
ず
だ
が
、
新
た
な
発
想
、
提

案
が
こ
の
活
気
あ
る
現
場
を
着
実
に
前
進
さ
せ
て
い
く

に
違
い
な
い
。

設
計
図
に
全
て
の「
正
解
」が

あ
る
わ
け
で
は
な
い

新庁舎の中央部にはトップライトから自然光を取り入れる吹き抜けがある。
施工中は安全対策としてすべての手摺に落下防止ネットを設置した。

右／岩田地崎建設㈱が取り組む「たら・なら運動」の横断幕を大きく掲げる。災害防止に向け「私だったら」「自分たちなら」という対策を共有する。
左上／仮囲いに市のホームページと連動して北広島に関するトリビアを掲示することを提案した。
左下／若手が自ら提案、設置した熱中症対策の休憩所。「こんなに狭いのに内部はきちんと分煙されているのですよ」と磯野所長が笑みを見せた。


